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第
四
三
二
回 

青
葉
会 

 

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
（
木
）（
於
：
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設
） 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

佐
藤
た
だ
し
げ 

 

在
間
千
恵 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

長
谷
見
敏 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏
（
新
人
） 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

 
福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

山
崎
亜
也 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

九
点 

 
 

分
校
は
み
ん
な
が
主
役
島
の
春 

 
 
 

孤
舟 

（
紀
・
忠
・
健
・
〇
と
・
龍
・
恵
・
正
・
規
・
天
） 

 

八
点 

 

◎
地
球
と
は
宇
宙
の
涙
春
の
塵 

 
 
 
 
    

正
明 

  

（
紀
・
忠
・
孤
・
た
・
び
・
啓
・
亜
・
三
） 

 
 七

点 
 
 

墨
染
の
僧
の
過
ぎ
行
く
花
菜
道 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
恵
・
敏
・
康
・
堂
・
昇
・
天
） 

◎
車
棄
て
ペ
ダ
ル
漕
ぐ
日
々
春
の
雲 

 
 
 
 

健
介 

 

（
紀
・
孤
・
ゆ
・
啓
・
亜
・
け
・
盛
） 

 
 
 
 
 

ゲ
ル
ニ
カ
の
叫
び
か
遠
き
春
の
雷 

 
 
 
 
 

昇 
 

（
〇
そ
・
紀
・
び
・
允
・
正
・
啓
・
規
） 

 

六
点 

 

◎
芍
薬
の
つ
ぼ
み
膨
ら
み
紅
仄
か          

そ
ら
お 

 

（
紀
・
孤
・
五
・
孝
・
敏
・
規
） 

 
 
 

    

春
暁
や
夢
の
名
残
に
も
う
ひ
と
寝 

       

忠
彦 

 

（
紀
・
千
・
孝
・
龍
・
允
・
盛
） 

 
 
 
 
 

虚
弱
児
で
あ
り
し
が
莞
爾
と
卒
業
す 

     

堂
哉 

 

（
健
・
と
・
〇
忠
・
恵
・
昇
・
盛
） 

 
 
 
 

◎
鉄
橋
を
く
ぐ
り
海
へ
と
花
筏 

 
 
 
     

び
ん 

 

（
孤
・
五
・
恵
・
雅
・
亜
・
け
） 

 
 
 

 
 

四
月
尽
院
閉
ず
医
師
と
長
話
し 

 
 
 
 
 

天
牛 

 

（
紀
・
忠
・
〇
健
・
龍
・
び
・
亜
） 

◎
天
空
は
隣
り
合
わ
せ
や
黄
砂
降
る 

 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
孤
・
五
・
堂
・
ゆ
・
び
） 

旅
路
と
て
知
覧
は
悲
し
昭
和
の
日 

 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
そ
・
ゆ
・
敏
・
隆
・
け
） 

 

五
点 

 

◎
母
の
忌
や
寺
の
桜
は
濡
れ
そ
ぼ
つ 

 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
そ
・
孤
・
び
・
啓
） 

思
い
出
の
写
真
少
な
く
卒
業
す 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
紀
・
忠
・
千
・
國
・
隆
） 

 
 
 
 

◎
窓
ガ
ラ
ス
磨
き
春
愁
か
る
く
せ
り 

 
 
 

と
み
子 

 

（
紀
・
孤
・
康
・
堂
・
雅
） 

◎
風
受
け
て
馬
酔
木
の
鈴
の
鳴
り
に
け
り 

 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
隆
・
け
・
三
） 

 
 
 
 
 

馬
の
仔
の
手
の
鳴
る
方
に
歩
み
寄
る 

 
 
 
 

昇 
 

（
紀
・
健
・
千
・
康
・
三
） 

 

四
点 

 
 

残
雪
の
一
軒
宿
に
真
夜
咆
吼 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
忠
・
龍
・
〇
盛
・
三
） 

入
学
の
孫
よ
り
親
が
輝
け
り 

 
 
 
 
   

忠
彦 

 

（
紀
・
健
・
た
・
正
） 

恋
猫
の
関
西
弁
と
津
軽
弁 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
忠
・
恵
・
亜
） 

葉
桜
や
葉
は
濃
く
淡
く
木
漏
れ
日
に 

 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
た
・
〇
國
・
規
） 

花
冷
や
静
か
に
閉
づ
る
マ
タ
イ
伝 

 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
敏
・
昇
・
啓
） 

朝
桜
磴
上
り
来
る
緋
の
袴 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
敏
・
允
・
啓
） 

 
 
 
 
 

太
平
洋
岬
に
立
て
ば
春
が
行
く 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
五
・
孝
・
允
・
三
） 

黒
海
の
民
草
む
ざ
ん
鳥
雲
に 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
五
・
ゆ
・
〇
昇
） 

葉
桜
へ
変
化
の
速
さ
人
の
世
も 

 
 
 

   
 

正
明 

 

（
千
・
た
・
孝
・
敏
） 



2 

 

 
 
 
 
 

上
る
上
る
蛍
の
幼
虫
用
水
路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
五
・
雅
・
び
） 

春
風
や
動
乱
の
夜
を
遠
く
見
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 

（
と
・
び
・
允
・
け
） 

 
 
 
 
 

目
刺
焼
き
白
粥
を
食
ぶ
ダ
イ
ヤ
婚 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
と
・
龍
・
〇
堂
） 

争
い
の
地
に
も
大
き
な
春
の
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
敏
・
ゆ
・
規
・
天
） 

 

三
点 

 
 

新
緑
の
柳
連
な
る
西
湖
畔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 

（
堂
・
國
・
昇
） 

 
             

（
杭
州
の
思
い
出
） 

父
母
の
忌
や
住
職
父
子
と
花
見
酒 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
堂
・
隆
・
盛
） 

 
 
 

新
高
湯
温
泉
（
米
沢
） 

雨
音
に
強
弱
の
あ
る
穀
雨
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
健
・
恵
・
龍
） 

春
芝
居
稲
荷
に
手
打
つ
佳
人
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
そ
・
紀
・
と
） 

う
か
う
か
と
従
心
過
ぎ
ぬ
樟
若
葉 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
〇
五
・
雅
・
〇
啓
） 

清
流
の
岩
に
腰
掛
け
春
惜
し
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
千
・
た
・
國
） 

落
花
舞
う
出
湯
に
癒
す
身
と
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
そ
・
○
允
） 

◎
新
緑
に
映
え
る
湧
き
水
神
田
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
紀
・
孤
・
康
） 

紅
と
白
街
路
を
染
め
る
花
み
ず
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
雅
・
隆
） 

 
 
 
 
 

石
楠
花
を
背
負
ふ
縁
側
定
石
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
康
・
○
三
） 

目
覚
し
の
無
き
こ
の
朝
の
百
千
鳥 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
千
・
た
） 

剥
落
の
土
塀
粧
ふ
紫
木
蓮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
孝
・
昇
） 

餅
背
負
ひ
泣
い
て
よ
ち
よ
ち
桜
鯛 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
紀
・
た
・
堂
） 

 
 
 

（
年
餅
を
背
負
わ
せ
て
歩
き
初
め
の
一
歳
児
の
祝
を
す
る
関
西
の
行
事
の
こ
と
） 

プ
ー
チ
ン
の
首
を
と
っ
た
と
万
愚
節 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
（
紀
・
正
・
規
） 

 

二
点 

 
 
 
 

猿
之
助
・
愛
之
助
ら
の‶

天
一
坊
〟 

 
 
 

沙
翁
劇
に
紛
ふ
問
答
清
明
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
と
・
敏
） 

水
温
む
原
発
岬
に
風
車
増
ゆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
恵
・
〇
正
） 

サ
ー
カ
ス
が
来
る
桜
祭
り
懐
か
し
く 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
紀
・
〇
孝
） 

妻
の
留
守
長
閑
に
句
集
眺
め
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
隆
） 

逝
く
春
や
い
つ
も
の
店
は
定
休
日 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
紀
・
亜
） 

春
法
事
十
代
も
ゐ
て
賑
や
か
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
そ
） 

こ
の
線
で
蚕
紙
運
び
し
花
ぐ
も
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
正
） 

「
行
っ
て
き
ま
す
」
写
真
に
手
を
振
り
春
の
句
会 

 

と
み
子 

 

（
紀
・
け
） 

鯉
幟
を
の
こ
の
月
の
到
来
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

仝 
 

（
紀
・
健
） 

春
眠
や
夢
で
会
い
ま
し
ょ
亡
き
母
に 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
國
） 

露
店
な
く
人
も
静
か
に
花
見
か
な 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
ゆ
・
雅
） 

な
す
術
（
す
べ
）
の
無
き
こ
と
数
多
菜
種
梅
雨 

 
 
 

恵
洲 

 

（
紀
・
正
） 

 
 
 
 

花
筏
芭
蕉
ゆ
か
り
の
神
田
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
康
・
昇
） 

桜
散
る
川
面
に
遊
ぶ
鳥
魚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
た
） 

 
 
 
 
 

牡
丹
咲
き
鳥
来
て
歌
う
花
賛
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
敏
） 

 
 
 
 
 

木
蓮
の
や
わ
ら
か
に
散
る
老
の
庭 

 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 

（
紀
・
孝
） 

お
お
は
し
ゃ
ぎ
孫
の
両
手
に
桜
も
ち 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
紀
・
天
） 

愛
犬
の
墓
に
舞
い
散
る
梅
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
そ
・
康
） 
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春
の
潮
四
十
余
人
の
島
洗
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
亜
） 

花
過
ぎ
て
窶
（
や
つ
）
れ
し
家
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー 

 
 

啓
子 

 

（
紀
・
隆
） 

 
 
 
 
 

戸
惑
ひ
て
涙
は
苦
（
に
が
）
し
朧
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
天
） 

 
 
 
 
 

は
っ
と
し
て
見
上
ぐ
る
空
や
初
燕 

 
 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 

（
紀
・
天
） 

◎
か
わ
ず
鳴
く
雨
だ
れ
の
音
と
香
を
聞
く 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
紀
・
孤
） 

荷
風
好
く
亡
父
は
忌
日
同
じ
う
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
紀
・
〇
龍
） 

 
 

 

一
点 

 

秘
湯
巡
る
み
ち
の
く
ド
ラ
イ
ブ
遅
桜 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
盛
） 

昭
和
の
日
昭
和
も
遠
く
な
り
に
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
紀
） 

春
の
空
濡
ら
し
て
小
川
流
れ
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
） 

戦
ひ
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
暮
の
春 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
紀
） 

囀
を
と
ほ
く
に
稚
児
ら
練
り
だ
せ
り 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
紀
） 

 

太
平
洋
春
風
頼
み
の
一
人
旅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
紀
） 

老
木
も
万
朶
も
あ
り
て
花
ら
ん
ま
ん 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
） 

楤
の
芽
に
帆
立
合
わ
せ
る
レ
シ
ピ
鮮 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

 

松
尾
芸
能
賞
新
人
賞
を
祝
し 

大
和
屋
に
新
人
賞
や
花
開
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
〇
紀
） 

小
雨
降
り
ひ
ん
や
り
と
し
て
春
障
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

我
が
母
の
白
寿
祝
う
や
夏
近
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

珍
し
き
苗
字
の
表
札
花
み
づ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
紀
） 

弥
陀
ヶ
原
残
雪
に
懐
う
我
祖
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
（
紀
） 

初
恋
の
面
影
偲
ぶ
す
み
れ
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
（
紀
） 

蜜
蜂
の
羽
音
遠
の
き
日
の
暮
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 
 

（
紀
） 

紅
枝
垂
バ
ッ
ク
に
踊
る
子
自
撮
り
に
て 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
紀
） 

 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

九
点
句 

 

分
校
は
み
ん
な
が
主
役
島
の
春 

 
 
 

孤
舟 

 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
や
さ
し
い
言
葉
で
多
く
の
場
面
を 

読
者
に
想
像
さ
せ
る
力
の
あ
る
お
句
。 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
小
さ
な
学
校
の
気
心
知
れ
た
同
士
の
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
、
さ
も
あ
り
な 

ん
。 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
数
人
の
子
ど
も
た
ち
の
貌
が
見
え
る
よ
う
で
す
。 

 

八
点
句 

 

地
球
と
は
宇
宙
の
涙
春
の
塵 

 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
昔
か
ら
戦
争
や
天
災
・
事
故
で
泣
く
事
が
多
い
地
球
を
涙
で
表
現
さ
れ
感
服
し 

ま
し
た
。
塵
で
捻
っ
た
と
こ
ろ
が
面
白
い
。 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
類
想
句
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
踏
ま
え
た
昨
今
、「
涙
」
は 

初
出
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
こ
の
銀
河
系
に
ほ
か
に
な
い
命
を
育
む
奇
蹟
の
星
、
地
球
。
こ
の2

1

世
紀
に 

な
っ
て
も
各
地
で
の
内
戦
、
戦
争
ま
で
も
が
勃
発
す
る
。
十
七
音
で
そ
こ
に
あ 
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る
命
、
歴
史
、
数
多
く
あ
る
問
題
を
想
起
さ
せ
て
深
い
。 

び
ん
さ
ん
・
・
・
壮
麗
な
大
景
で
よ
い
リ
ズ
ム
で
す
。
で
も
「
宇
宙
の
涙
」 

の
実
体
が
掴
み
に 

く
い
。「
地
球
と
は
宇
宙
の
塵
か
春
愁
う
」
で
は
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
壮
大
さ
と
悲
し
み
と…

。 

 
 七

点
句 

 

墨
染
の
僧
の
過
ぎ
行
く
花
菜
道 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
何
と
も
長
閑
な
春
の
景
色
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
写
生
し
た
感
じ
に
好
感
。 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
一
面
の
黄
色
の
中
を
動
い
て
行
く
一
点
の
黒
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
美
し
さ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
綺
麗
な
景
色
で
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
お
彼
岸
で
檀
家
廻
り
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

車
棄
て
ペ
ダ
ル
漕
ぐ
日
々
春
の
雲 

 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
池
袋
の
旧
官
僚
の
事
故
を
教
訓
に
、
私
も
五
月
の
免
許
更
新
を
せ
ず
廃
車
を 

 
 
 
 
 
 
 

決
意
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
淡
々
と
し
た
述
懐
の
持
つ
味
。 

け
い
子
さ
ん
・
・
車
棄
て
る
と
気
持
ち
良
い
で
す
ね
。
自
転
車
も
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
免
許
返
上
し
愛
車
と
別
れ
て
の
日
々
、
そ
し
て
自
転
車
で
の
移
動
。
下
五
の 

春
の
雲
が
い
い
で
す
ね
。 

 

六
点
句 

 

芍
薬
の
つ
ぼ
み
膨
ら
み
紅
仄
か         

そ
ら
お 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
白
い
芍
薬
の
つ
も
り
が
、
蕾
は
仄
か
な
紅
色
だ
。 

白
牡
丹
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
紅
ほ
の
か 

 
高
浜
虚
子 

春
暁
や
夢
の
名
残
に
も
う
ひ
と
寝 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
春
眠
暁
を
覚
え
ず
、
気
持
ち
が
良
く
通
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

虚
弱
児
で
あ
り
し
が
莞
爾
と
卒
業
す 

 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
親
御
さ
ん
の
気
持
ち
で
し
ょ
う
か
、
良
く
表
現
さ
れ
た
句
と
思
い
ま
す
。 

 
 

完
爾
（
に
こ
や
か
に
微
笑
む
さ
ま
）
の
言
葉
が
重
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
無
事
ご
卒
業
さ
れ
て
何
よ
り
で
す
。
完
爾
と
い
う
私
に
は
難
し
い
字
で 

一
休
止 

あ
り 

ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
心
よ
り
卒
業
お
め
で
と
う
、
と
言
い
た
い
。 

鉄
橋
を
く
ぐ
り
海
へ
と
花
筏 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
海
に
近
い
桜
の
名
所
の
お
濠
端
。
特
別
姿
の
良
い
花
筏
を
発
見
。
そ
の
流
れ
る 

ま
ま
に
鉄
橋
を
潜
り
終
に
は
河
口
ま
で
つ
い
て
行
っ
た
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
花
筏
で
す
ね
。
目
黒
川
な
ど
よ
り
大
分
大
河
の
感
。 

四
月
尽
院
閉
ず
医
師
と
長
話
し 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
同
様
の
経
験
あ
り
、
患
者
、
医
師
と
も
に
老
齢
化
の
ま
っ
た
だ
中
で
す
ね
。 

び
ん
さ
ん
・
・
・
四
月
尽
・
院
閉
ず
・
医
師
と
長
話
し
： 

悲
哀
の
情
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

で
も
こ
れ
で
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
三
段
切
れ
に
な
る
の
で
、「
院
閉
づ
る
医
師
と
語
り 

つ
四
月
尽
く
」
で
は
。 

天
空
は
隣
り
合
わ
せ
や
黄
砂
降
る 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
中
国
と
は
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
が
、
確
か
に
空
で
は
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
し 

て
黄
砂
は
容
赦
な
く
飛
ん
で
く
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
毎
年
、
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
か
の
国
の
人
々
は
そ
ん
な
悩
み
は
知
ら
な
い
の
で 
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し
ょ
う
ね
！ 

旅
路
と
て
知
覧
は
悲
し
昭
和
の
日 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
何
回
か
訪
れ
た
知
覧
は
間
違
い
な
く‶

昭
和
〟
を
想
い
起
す
聖
地
で
あ
ろ
う
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
実
家
か
ら
直
線
で15

ｋ
ｍ
に
旧
知
覧
特
攻
基
地
記
念
館
が
あ
る
。
一
度
は
訪
問 

し
て
ほ
し
い
。 

※
尚
、7

月3

日
（
日
）
ま
で
、
新
宿
住
友
ビ
ル33

階
、
平
和
祈
念
展
示
資
料
館 

（
都
庁
前
、03-5323-8709

）
に
て
、
鹿
児
島
県
知
覧
特
攻
平
和
会
館
所
蔵
、 

特
攻
隊
員
か
ら
の
家
族
や
恋
人
に
宛
て
た
手
紙
や
遺
書
な
ど
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と 

と
も
に
紹
介
し
て
い
る
由
、
隆
さ
ん
か
ら
編
集
子
宛
情
報
頂
き
ま
し
た
。 

 

五
点
句 

 

母
の
忌
や
寺
の
桜
は
濡
れ
そ
ぼ
つ 

 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
菩
提
寺
の
満
開
の
桜
は
生
憎
雨
の
中
。
作
者
も
母
恋
し
さ
の
泪
が
溢
れ
る
。 

思
い
出
の
写
真
少
な
く
卒
業
す 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
孫
が
今
年
卒
園
で
、
幼
稚
園
の
数
々
の
行
事
が
取
り
や
め
に
な
り
思
い
出
に 

な
る
写
真
が
無
く
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
長
引
く
コ
ロ
ナ
下
で
多
く
の
小
中
高
生
た
ち
の
学
校
生
活
は
制
限
さ
れ
楽
し
い 

は
ず
の
学
校
行
事
は
な
く
な
り
思
い
出
つ
く
り
も
出
来
な
か
っ
た
と
想
像
し
ま 

す
。
又
小
さ
い
子
供
た
ち
の
マ
ス
ク
姿
に
も
同
情
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
感
染
病
コ
ロ
ナ
時
代
が2

年
間
。
空
白
の
時
代
と
も
云
え
る
。 

窓
ガ
ラ
ス
磨
き
春
愁
か
る
く
せ
り 

 
 
 

と
み
子 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
春
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
そ
こ
は
か
と
な
い
愁
い
・
哀
し
み
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、 

窓
ガ
ラ
ス
を
心
を
込
め
て
磨
い
た
ら
、
そ
の
愁
い
が
い
っ
ぺ
ん
に
晴
れ
た
よ
う
な
気
持
ち 

だ
。 

 
 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
春
愁
は
難
し
い
季
語
だ
が
上
手
く
纏
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
確
か
に
、
掃
除
す
る
こ
と
は
精
神
的
に
良
い
で
す
ね
！
リ
ビ
ン
グ
の
ガ
ラ
ス
を 

拭
い
て
、
庭
の
緑
が
輝
い
て
見
え
た
と
き
は
、
一
度
に
気
分
が
す
っ
き
り
し
ま 

し
た
。 

風
受
け
て
馬
酔
木
の
鈴
の
鳴
り
に
け
り 

 
 

康
敏 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
鈴
蘭
の
花
を
「
鈴
」
に
譬
え
る
の
は
当
た
り
前
だ
が
、
馬
酔
木
の
び
っ
し
り
と 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

咲
く
壺
状
の
小
花
を
「
鈴
」
と
捉
え
て
見
事
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
感
が
し
た
。
確
か
に
鈴
の
形
を
し
て
い
る
。 

馬
の
仔
の
手
の
鳴
る
方
に
歩
み
寄
る 

 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
手
の
鳴
る
方
へ
来
る
の
は
鬼
さ
ん
ば
か
り
で
は
無
い
よ
う
だ
、
可
愛
い
仔
馬 

も
。 

四
点
句 

 
 

新
高
湯
温
泉
（
米
沢
） 

 
 

残
雪
の
一
軒
宿
に
真
夜
咆
吼 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
真
夜
中
に
獣
の
鳴
き
声
、
自
分
ら
の
テ
リ
ト
リ
ー
に
人
間
が
押
し
入
っ
た
不
満 

の
咆
哮
で
し
ょ
う
か
。
新
高
湯
温
泉
（
米
沢
）
へ
の
一
人
吟
行
？ 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
（
自
解
）・
・
恐
ろ
し
い
今
迄
聴
い
た
こ
と
も
な
い
吠
え
声
で
約30

分
ほ
ど
。
正
に
け
だ 

も
の
を
実
感
。
夜
の
帝
王
の
貫
禄
あ
り
ま
し
た
。
同
行
し
た
相
棒
は
白
河
夜 

舟
。
翌
朝
宿
の
番
頭
さ
ん
二
人
に
訊
き
ま
し
た
が
、
人
を
襲
い
ま
せ
ん
か
ら 

と
、
平
気
で
し
た
。 
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入
学
の
孫
よ
り
親
が
輝
け
り 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
親
の
出
席
す
る
行
事
が
減
っ
て
お
り
、
入
学
式
は 

親
が
華
美
に
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

恋
猫
の
関
西
弁
と
津
軽
弁 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
恋
猫
の
う
る
さ
い
や
り
と
り
を
、
関
西
弁
と
津
軽
弁
に
例
え
た
奇
想
を
買
う
。 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
猫
の
声
を
聴
き
分
け
る
作
者
の
耳
に
驚
嘆
。 

葉
桜
や
葉
は
濃
く
淡
く
木
漏
れ
日
に 

 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

 

國
護
さ
ん
・
・
・
木
漏
れ
日
こ
の
情
景
が
私
の
近
く
と
ぴ
っ
た
り
で
大
い
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。 

 

花
冷
や
静
か
に
閉
づ
る
マ
タ
イ
伝 

 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 
 

 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
例
え
ば
バ
ッ
ハ
の
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
あ
の
柔
ら
か
な
響
は
花
冷
え
と
共
に
心 

も
癒
し
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

朝
桜
磴
上
り
来
る
緋
の
袴 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
早
朝
の
神
社
詣
り
。
光
の
中
で
散
り
始
め
た
桜
の
中
を
、
石
段
を
上
る
巫
女
さ 

ん
の
装
束
が
印
象
的
。
日
本
の
美
し
い
景
の
ひ
と
つ
と
思
え
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
見
頃
の
桜
と
石
段
を
上
っ
て
く
る
卒
業
式
の
女
学
生
の
対
比
が
目
に
浮
か
ん
で 

き
ま
す
。 

 
 
 

黒
海
の
民
草
む
ざ
ん
鳥
雲
に 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
外
に
開
け
様
々
な
人
が
住
む
黒
海
。
そ
こ
も
攻
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
草
む
ざ 

ん
、
古
の
源
平
の
乱
を
も
思
わ
せ
る
上
手
な
表
現
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

昇
さ
ん
・
・
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
追
わ
れ
る
無
辜
の
避
難
民
の
幸
運
を
切
に
祈
り
ま
す
。 

葉
桜
へ
変
化
の
速
さ
人
の
世
も 

 
 
 

   
 

正
明 

 
 
 

  
 

 
 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
桜
祭
り
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
雨
が
多
か
っ
た
り
す
る
と
い
つ
の
間
に
か 

葉
桜
と
な
り
、
人
の
世
の
移
ろ
い
の
速
さ
と
同
じ
も
の
を
感
じ
る
。 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
実
感
で
す
。 

 
 
 
 
 

上
る
上
る
蛍
の
幼
虫
用
水
路 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
珍
し
い
景
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
俳
句
ら
し
く
な
い
の
で
す
が
。 

目
刺
焼
き
白
粥
を
食
ぶ
ダ
イ
ヤ
婚 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を 

迎
え
ら
れ
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
目
刺
し
を
楽
し
め
る
歯
の
丈
夫
な
お
二
人
で
す 

ね
！
熱
い
粥
に
目
刺
し
と
何
か
漬
物
、
幸
せ
で
す 

争
い
の
地
に
も
大
き
な
春
の
月 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
我
か
ん
せ
ず
と
人
間
の
争
い
を
無
視
し
て
い
る
お
月
様
。 

 

三
点
句 

 

新
緑
の
柳
連
な
る
西
湖
畔 

 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
 
 

 
             

（
杭
州
の
思
い
出
） 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
で
見
た
綺
麗
な
景
色
を
思
い
出
し
ま 

し
た
。 

父
母
の
忌
や
住
職
父
子
と
花
見
酒 

 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
檀
家
と
住
職
と
の
語
ら
い
な
ど
も
、
段
々
失
な
わ
れ
て
行
く
よ
う
で
す
。
善
き 

日
常
と
し
て
残
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
両
親
の
お
世
話
、
見
送
り
は
一
仕
事
。
ご
苦
労
過
ぎ
て
至
福
の
と
き
か
。 

 
 
 

父
母
も
住
職
の
語
る
思
い
出
話
に
微
笑
ん
で
い
る
か
も
。 
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盛
雄
さ
ん
・
・
・
菩
提
寺
の
住
職
と
一
献
。
ご
両
親
は
さ
ぞ
か
し
喜
ば
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

雨
音
に
強
弱
の
あ
る
穀
雨
か
な 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
ど
う
と
言
う
こ
と
の
な
い
と
も
い
え
る
情
景
だ
が
、
よ
く
気
が
つ
か
れ
た
。 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
季
節
の
程
よ
い
音
階
の
変
化
。 

春
芝
居
稲
荷
に
手
打
つ
佳
人
あ
り 

 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
贔
屓
役
者
の
上
達
を
祈
る
お
稲
荷
さ
ん
は
演
舞
場
や
明
治
座
な
ど
各
地
芝
居
小 

屋
に
つ
き
も
の
で
す
。 

う
か
う
か
と
従
心
過
ぎ
ぬ
樟
若
葉 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 
 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
く
す
の
き
は
二
百
年
経
っ
た
大
木
で
も
実
に
鮮
や
か
な
若
葉
を
出
し
ま
す
。 

七
十
歳
に
な
っ
て
好
き
な
こ
と
を
や
る
、
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

清
流
の
岩
に
腰
掛
け
春
惜
し
む 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
都
会
の
喧
騒
を
離
れ
、
す
が
す
が
し
い
感
じ
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

落
花
舞
う
出
湯
に
癒
す
身
と
心 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
長
い
籠
り
居
の
私
に
と
っ
て
は
羨
ま
し
い
か
ぎ
り
で
、
一
日
も
早
く
ど
こ
か
の 

温
泉
へ
行
き
た
い
思
い
で
す
。 

新
緑
に
映
え
る
湧
き
水
神
田
川 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
湧
水
に
煌
め
く
新
緑
、
井
の
頭
公
園
ひ
ょ
う
た
ん
池
の
神
田
川
の
源
泉
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
井
之
頭
公
園
の
湧
き
水
を
源
流
と
す
る
神
田
川
は
、
新
緑
の
な
か
滔
々
と 

 
 
 
 
 
 
 

流
れ
東
京
湾
に
注
ぐ
。 

紅
と
白
街
路
を
染
め
る
花
み
ず
き 

 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
狛
江
市
（
東
京
）
公
園
通
り
の
街
路
樹
も
紅
白
の
花
水
木
が
交
互
に
続
い
て 

見
事
。 

 
 
 
 
 

石
楠
花
を
背
負
ふ
縁
側
定
石
本 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
石
楠
花
が
咲
く
庭
を
背
に
囲
碁
の
研
究
。
縁
側
と
碁
で
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。 

目
覚
し
の
無
き
こ
の
朝
の
百
千
鳥 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
小
鳥
た
ち
の
声
で
目
覚
め
る
と
は
何
と
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
ね
。 

 
 

特
に
普
段
か
ら
目
覚
ま
し
生
活
の
人
に
と
っ
て
は
格
別
で
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
鳥
の
声
で
目
を
覚
ま
す
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
朝
の
情
景
が
楽
し
い
。 

剥
落
の
土
塀
粧
ふ
紫
木
蓮 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
崩
れ
た
土
塀
は
観
光
客
の
少
な
い
奈
良
の
寺
に
見
か
け
ま
す
が
、
鎌
倉
で
も
同 

様
で
し
ょ
う
か
。 

餅
背
負
ひ
泣
い
て
よ
ち
よ
ち
桜
鯛 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 

 

 
 
 
 

（
年
餅
を
背
負
わ
せ
て
歩
き
初
め
の
一
歳
児
の
祝
を
す
る
関
西
の
行
事
の
こ
と
） 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
昔
の
田
舎
の
風
習
を
上
手
く
捉
え
て
い
て
懐
か
し
く
、
下
五
の
桜
鯛
で
祝
い 

事
と
言
う
こ
と
が
よ
く
分
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
身
内
で
や
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
善
き
風 

習
で
す
ね
！ 

 

二
点
句 

 
 
 

猿
之
助
・
愛
之
助
ら
の‶

天
一
坊
〟 

 
 
 

沙
翁
劇
に
紛
ふ
問
答
清
明
な
り 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
も
歌
舞
伎
に
も
造
詣
の
深
い
方
が 

詠
ま
れ
た
の
で
し
ょ 

う
。 

天
一
坊
の
お
芝
居
が
見
た
く
な
り
ま
し
た
。 
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敏
郎
さ
ん
・
・
・
イ
ン
テ
リ
猿
之
助
ら
が
演
じ
る‶

天
一
坊
〟
は
確
か
に
沙
翁
劇
に
通
じ
る
清
明
さ 

が
あ
る
！ 

水
温
む
原
発
岬
に
風
車
増
ゆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
共
存
。
風
車
が
ん
ば
れ
。 

 
 
 
 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
皮
肉
で
す
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
ロ
シ
ア
軍
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
弾
丸
を
撃
ち 

込
む
な
ん
て
！
今
回
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
関
係
の
句
が
多
か
っ
た
で
す
。
悲
し
い
で 

す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
（
自
解
）・
・
御
前
崎
の
浜
岡
原
発
は
防
波
堤
を
高
く
し
た
ん
で
す
が
風
下
の
町
の
反
対
で 

廃
止
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

サ
ー
カ
ス
が
来
る
桜
祭
り
懐
か
し
く 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
少
年
の
頃
、
故
郷
に
来
た
サ
ー
カ
ス
の
曲
芸
の
少
女
に
恋
し
た
頃
を
懐
か
し
く 

思
い
出
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。「
美
し
き
天
然
」
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。 

妻
の
留
守
長
閑
に
句
集
眺
め
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
俳
句
は17

文
字
。
想
像
は
無
限
。
句
集
を
戦
場
に
持
参
し
た
出
陣
学
徒
も
多
い
。 

「
行
っ
て
き
ま
す
」
写
真
に
手
を
振
り
春
の
句
会 

 

と
み
子 

 

 

紀
久
男
・
・
・
・
亡
き
ご
主
人
に
代
わ
っ
て
出
席
さ
れ
た
作
者
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。 

春
眠
や
夢
で
会
い
ま
し
ょ
亡
き
母
に 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

 

紀
久
男
・
・
・
・
中
七
の
表
現
に
中
村
八
大
の
「
ス
タ
ー
誕
生
」
を
想
い
出
し
ま
し
た
。
大
阪
の 

独
身
時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。 

 
 
 
 
 

花
筏
芭
蕉
ゆ
か
り
の
神
田
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
流
れ
ゆ
く
花
筏
に
、
若
い
頃
土
木
技
師
と
し
て
こ
の
川
の
工
事
に
関
わ
っ
た 

芭
蕉
を
偲
ぶ
。 

桜
散
る
川
面
に
遊
ぶ
鳥
魚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
漸
く
春
を
迎
え
そ
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
感
じ
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

牡
丹
咲
き
鳥
来
て
歌
う
花
賛
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
江
戸
期
の
豪
華
絢
爛
花
鳥
絵
の
名
手
伊
藤
若
冲
の
世
界
‼ 

お
お
は
し
ゃ
ぎ
孫
の
両
手
に
桜
も
ち 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
実
感
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
う
ま
い
で
す
ね
。 

愛
犬
の
墓
に
舞
い
散
る
梅
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

 
 
 
 
 

そ
ら
お
さ
ん
・
・
当
家
の
庭
先
に
眠
る
「
花
子
」（
享
年
１
４
歳
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
ト
リ
ー
バ
ー
） 

の
在
り
し
日
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
舞
い
散
る
梅
の
花
が
一
層
亡
く
な
っ
た
愛
犬
へ
の
思
い
を
強
く
す
る
。 

花
過
ぎ
て
窶
（
や
つ
）
れ
し
家
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー 

 
 

啓
子 

 
 

     
   

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
花
の
散
る
を
待
っ
て
解
体
作
業
。
解
体
日
程
に
も
情
け
か
。 

 
 
 
 
 

戸
惑
ひ
て
涙
は
苦
（
に
が
）
し
朧
月 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
苦
い
涙
が
い
い
で
す
ね
‼ 

 
 
 
 
 

は
っ
と
し
て
見
上
ぐ
る
空
や
初
燕 

 
 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
「
は
っ
と
し
て
」
が
い
い
で
す
ね
。
そ
の
通
り
で
す
か
ら
ね
。 

か
わ
ず
鳴
く
雨
だ
れ
の
音
と
香
を
聞
く 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・「
聞
く
も
の
」
を
三
つ
取
り
揃
え
た
手
柄
。
確
か
に
「
香
」
も
「
聞
く
」
も
の
。 
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荷
風
好
く
亡
父
は
忌
日
同
じ
う
す 

 
 
 
 

亜
也 

 

 
 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
洒
脱
な
父
上
で
し
た
か? 

私
は1956

年
大
学
入
っ
た
が
希
望
の
寮
に
入
れ
ず 

ボ
ー
ト
部
の
空
き
室
に
潜
り
込
み
暫
く
浅
草
の
艇
庫
に
出
向
い
て
人
目
を
避
け 

た
。
先
輩
た
ち
が
こ
の
辺
は
荷
風
が
よ
く
通
る
と
言
っ
て
い
た
が
出
会
う
事
は 

無
か
っ
た
。
＝
耽
美
派
＝
な
ん
て
今
で
も
居
ら
れ
ま
す
か
ね
。
ま
あ
凄
い
人
で 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
荷
風
を
嫌
う
人
も
居
ら
れ
ま
す
が
私
は
彼
の
俳
句
も
含
め
愛
好
家
の
ひ
と
り
、

雷
門
の
尾
張
屋
（
蕎
麦
と
天
丼
。
浅
草
寺
御
用
達
）
に
定
席
の
椅
子
と
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

一
点 

 

秘
湯
巡
る
み
ち
の
く
ド
ラ
イ
ブ
遅
桜 

 
 

紀
久
男 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
の
中
、
山
深
い
秘
湯
に
出
向
き
遅
桜
を
鑑
賞
で
き
た
悦
び
。 

羨
ま
し
い
限
り
。 

春
の
空
濡
ら
し
て
小
川
流
れ
ゆ
く 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
中
七
の
表
現
が
非
常
に
面
白
い
。 

 
 

松
尾
芸
能
賞
新
人
賞
を
祝
し 

大
和
屋
に
新
人
賞
や
花
開
く 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
三
津
五
郎
の
遺
児
、
巳
之
助
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
古
澤
さ
ん
の
指
導
宜
し
き
を
得 

て
、
踊
り
（
坂
東
流
家
元
。
名
取
・
師
範
免
許
状
な
ど
を
啓
子
さ
ん
が
勘
亭
流

で
筆
耕
）
も
芝
居
も
順
調
に
腕
を
上
げ
て
お
り
、
俳
句
を
手
掛
け
る
の
は
ま
だ
先

に
な
り
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

青
葉
会
予
定 

令
和
四
年
五
月
二
十
六
日
（
木
） 

井
の
頭
公
園
吟
行 

十
時
半
～
十
七
時 

（
雨
天
決
行
） 

待
ち
合
わ
せ
：
十
時
半
：JR

・
井
の
頭
線
吉
祥
寺
駅
公
園
口 

下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
下
り
た
辺
り 

句 
 

会 

：
十
三
時
半
～
十
七
時 

於
：
御
殿
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

【
句
会
場
：
御
殿
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
】
☏0

4
2
2
-4

8
-9

3
0
9
 

 
 
 
 
 

所
在
地
：
武
蔵
野
市
御
殿
山
１
丁
目
５
番1

1

号
（JR

・
井
の
頭
線
と
も
に
吉
祥
寺
駅
よ
り
徒
歩
３
分
） 

 

◇
参
加
者
は
吟
行
時
の
句
含
み
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
投
句
締
切
：
五
月
二
十
四
日
（
火
）
中
。 

参
加
の
ご
意
向
、
ご
投
句
の
ご
連
絡
は
：
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル 

（keiko-reve@c07.itscom.net

）
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

郵
便
は
三
日
か
か
り
ま
す
（
土
日
の
配
達
は
な
い
の
で
ご
注
意
を
！
） 

 

 
 
 
 
 
 
      

     
 

     
 

     
 

     
 

     

青
葉
会
報 

一
、 

今
回
は
新
人
の
登
美
子
（
と
み
子
さ
ん
）、
國
護
さ
ん
、
久
し
ぶ
り
の
忠
彦
さ
ん
含
め1

1

名
が
出
席
。
投
句

は
新
人
と
云
っ
て
も
ベ
テ
ラ
ン
の
康
敏
さ
ん
ら

1
3

名
。
三
軒
茶
屋
駅
前
の
公
民
館
は
交
通
至
便
で
使
い
勝

手
も
良
い
の
で
す
が
、
申
込
作
業
は
ど
の
公
民
館
で
も
同
様
で
抽
選
な
ど
で
些
か
苦
労
か
け
る
こ
と
に
な
っ

mailto:keiko-reve@c07.itscom.net
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て
い
ま
す
。
方
向
音
痴
の
私
が
会
場
に
一
寸
遅
れ
て
入
り
ま
す
と
、
皆
さ
ん
お
揃
い
で
机
を
並
べ
、
中
央
に

は
日
本
酒
、
缶
ビ
ー
ル
、
つ
ま
み
、
和
菓
子
等
が
並
ん
で
お
り
、
皆
さ
ま
の
意
欲
の
程
が
知
ら
れ
ま
す
。 

司
会
の
五
郎
太
さ
ん
の
あ
ざ
や
か
な
捌
き
で
句
会
は
進
み
、
ご
覧
の
よ
う
に
孤
舟
さ
ん
、
健
介
さ
ん
、
正
明

さ
ん
、
昇
さ
ん
が
高
得
点
で
し
た
。 

<

寄
贈>
①
庄
司
龍
平
さ
ん
の
ご
次
男
ら
が
兵
庫
県
の
田
圃
で
山
田
錦
の
米
造
り
か
ら
、
富
久
錦
酒
造
で
酒
造

り
ま
で
手
が
け
た
大
吟
醸
「
朔
」
②
啓
子
さ
ん
か
ら
信
州
諏
訪
の
純
吟
「
真
澄
」
と
つ
ま
み
③
千
恵
さ
ん
か

ら
飛
騨
高
山
の
純
吟
「
蓬
莱
」
④
國
護
さ
ん
か
ら
缶
ビ
ー
ル
⑤
と
み
子
さ
ん
か
ら
鶴
屋
八
幡
（
大
阪
・
今
橋
）

の
最
中
「
百
楽
」 

<

回
覧>

青
葉
会
合
同
句
集2

0
0

回
記
念 

3
0
0

回
記
念 

4
0
0

回
記
念 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

白
息
を
尽
く
し
ア
ー
メ
ン
と
歌
ひ
終
ふ 

 
眞
希
子 

 
 

朝
敵
の
蝦
夷
（
え
み
し
）
の
裔
の
鬼
や
ら
ひ 

    

陽
亮 

産
月
の
祈
り
に
ぬ
く
し
礼
拝
堂 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

芽
柳
の
水
面
恋
ふ
る
は
神
代
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

ウ
ィ
ル
ス
と
共
生
あ
り
や
梅
蕾 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

相
生
の
松
を
真
白
に
わ
か
れ
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

エ
プ
ロ
ン
で
手
を
拭
く
癖
を
笑
ふ
雛 

 
 
 
 

仝 
 
 

雪
明
か
り
黄
泉
平
坂
う
っ
す
ら
と 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

寒
晴
や
こ
つ
こ
つ
響
く
喪
の
ヒ
ー
ル 

 
 

 

弘
子 

 
 

数
合
せ
の
一
句
巻
頭
春
の
雷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

喪
帰
り
の
襟
巻
き
ち
と
巻
き
締
む
る 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

会
津
・
伊
丹
等 

噴
き
や
す
き
ひ
と
り
の
土
鍋
小
豆
粥 

 
 
 
 

仝 
 
 

初
荷
来
る
天
下
の
美
禄
勢
揃
ひ 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

盆
梅
に
足
跡
の
無
き
雪
の
原 

 
 

 
 
 

 
 

仝 
 
 

接
種
了
へ
春
め
く
神
戸
寺
社
巡
り 
 
 

 
 
 

 
 

仝 

嬰
の
爪
ほ
ど
の
花
片
を
寒
桜 

 
 
 
 
 

 
 

仝 
 
 

孫
三
人
の
合
格
祈
る
鎮
守
様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
五
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

 

つ
つ
が
な
く
生
き
て
米
寿
や
茄
子
を
植
う 

 

盛
雄 

 

桜
笑
む
無
位
無
冠
な
る
や
つ
が
れ
に 

 
 
 
 
 
 

健
介 

病
抜
け
日
々
好
日
に
菊
挿
芽 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

芽
柳
の
酒
蔵
に
寄
り
て
句
の
席
へ 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

満
願
の
高
野
ひ
ね
も
す
春
の
雲 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

女
子
大
の
枝
垂
満
開
句
座
急
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

春
の
雲
じ
っ
と
見
上
げ
て
妻
入
院 

 
 
 
 

健
介 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
戦
車
で
侵
攻
春
寒
し 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

芽
柳
や
川
面
流
る
る
ぬ
い
ぐ
る
み 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
四
月 

 

花
筏
自
在
に
形
変
え
な
が
ら 

 
 
 
 
 
 

允
章 

 

鯉
は
ね
る
紺
の
あ
じ
さ
い
折
戸
川 

 
 
 

 
 

秋
元 

宏 

白
蝶
の
ご
と
豌
豆
の
花
ゆ
れ
て 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 

（
紫
陽
花
を
描
い
た
絵
葉
書
） 

卯
の
花
や
故
里
遠
く
友
い
か
に 

 
 
 
 
 
 

仝 

 

三
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

 
 

 

 

ふ
く
ろ
ふ
の
頸
を
廻
せ
ば
闇
動
く 

 

炉
の
炭
を
つ
い
で
返
事
を
渋
る
父 

 

灯
の
点
り
筬
音
漏
る
る
雁
木
道 

 

鉄
瓶
の
滾
る
囲
炉
裏
の
嬶
座
か
な 

 

介
錯
は
斯
く
な
る
も
の
か
落
椿 

 
―
―
―
―
―

「
爽
樹
」
五
月
号 
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四
、 

川
合
絹
漱
先
生
、
万
里
子
先
生
ご
夫
妻
の
作
品
（
萬
緑
合
同
句
集
３ 

昭
和6

2

年1
2

月2
5

日
発
行 

￥4
,5

0
0

）

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

絹
漱
先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

万
里
子
先
生 

小
梅
綻
ぶ
老
い
て
も
腰
の
直
き
母
へ 

 
 
 
 
 

 
 

啓
蟄
や
ぽ
つ
り
と
呟
く
ま
で
に
癒
え 

ソ
ウ
ル
で
の
誕
生
日 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

昇
進
の
単
身
赴
任
や
初
黄
沙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
磁
の
艶
に
春
愁
孤
独
の
酒
を
の
む 

 
 
 
 

 
 
 

ま
ん
さ
く
や
谺
重
な
る
石
切
音 

 
 
 

た
ん
ぽ
ぽ
の
小
首
す
く
め
て
笑
ふ
こ
と
よ 

 
 
 

 
 

花
酔
ひ
か
未
完
の
詩
を
抱
き
坊
泊 

 
 
 

長
城
沿
ひ
に
夕
う
ぐ
ひ
す
の
渡
り
ゆ
く 

 
 
 
 

 
 

雨
だ
れ
の
ま
た
揺
ら
し
た
る
踊
子
草 

 
 
 

花
芍
薬
間
に
合
は
せ
事
せ
ざ
る
妻
よ 

 
 
 
 
 

 
 

書
取
や
プ
ー
ル
帰
り
の
耳
振
り
つ 

 
 
 

芍
薬
の
芽
も
歓
喜
の
紅
色
苦
任
終
ふ 

 
 
 
 
 

 
 

球
拾
ひ
お
さ
げ
分
目
も
日
焼
し
て 

虻
宙
に
と
ど
ま
り
城
跡
の
「
時
」
遅
々
と 

 
 
 
 
 

羅
の
背
筋
ふ
る
は
せ
唱
名
す 

「
時
」
広
漠
子
牛
を
連
れ
て
田
鋤
く
牛 

 
 
 
 
 
 

火
酒
注
ぎ
罅
ぜ
る
氷
や
草
田
男
忌 

 
 
 

「
時
」
自
（
み
づ
か
）
ら
は
未
来
を
生
ま
ず
朝
焼
雲 

 

露
の
玉
土
粒
裹
（
つ
つ
）
み
大
写
し 

 
 
 

草
田
男
憂
ふ
日
本
の
行
手
を
灯
蛾
迷
ふ 

 
 
 
 
 
 

蓑
虫
の
外
見
つ
回
り
つ
せ
り
上
が
る 

 
 
 

老
僕
は
朝
の
う
た
た
ね
露
し
と
ど 

 
 
 
 
 
 
 

 

舞
降
り
し
鳥
ご
と
動
く
浮
氷 

 
 
 

軍
機
一
団
低
み
に
遊
ぶ
月
襲
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

日
面
の
一
つ
松
ゆ
ゑ
雪
豊
か 

 
 
 

革
命
態
下
酷
寒
を
啼
く
鳩
時
計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
彦
も
美
声
の
宣
誓
銀
世
界 

 
 
 

町
食
堂
に
冬
来
る
椅
子
脚
細
き
ま
ま 

 
 
 
 
 
 
 

鶴
歩
む
宙
に
趾
指
締
め
地
へ
開
き 

 
 
 

冬
浜
に
吹
か
れ
立
つ
妻
を
詩
友
と
し 

 

 

五
、 

同
じ
合
同
句
集
よ
り
眞
希
子
さ
ん
（
ご
夫
妻
の
長
女
）
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

人
に
倦
み
吹
い
て
回
す
や
風
車 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
フ
ラ
ー
の
撥
ね
あ
れ
ば
親
し
他
人
の
背 

父
の
背
に
祭
疲
れ
の
深
睡
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
瞬
の
目
算
し
か
と
寒
の
猫 

巣
作
り
に
借
金
無
し
と
蜘
蛛
身
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 

青
味
帯
び
赤
児
の
白
目
鯉
幟 

悪
ぶ
っ
て
は
に
か
み
隠
す
唐
辛
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

結
婚
で
得
し
故
郷
に
秋
刀
魚
焼
く 

編
み
棒
を
速
め
て
夫
と
の
議
論
断
つ 

 
 
 
 
 
 
 

軍
手
の
左
右
汚
れ
で
見
分
け
福
寿
草 

風
邪
家
族
愛
書
そ
れ
ぞ
れ
枕
辺
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

乃
木
夫
妻
像 

血
縁
て
ふ
甘
え
が
お
も
し
重
ね
餅 

 
 
 
 
 
 
 
 

夫
は
空
妻
は
地
見
詰
め
冬
木
立 

節
分
や
和
毛
の
付
き
し
卵
買
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

穏
や
か
に
叱
ら
れ
涙
桃
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

令
和
四
年
五
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


